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BCI を開発した。この簡略ファジィ推論を用いた BCI では事前知識を入れ込ん
だ非学習型と事前知識を用いない学習型の 2 つのシステムを構築した。非学習
型では従来通りのファジィ制御を踏襲し、メンバシップ関数を既知の情報から
特定の行動に合わせて適合度が高くなるように設定して、特定の行動に伴って
外部機器が動作するように設計した。学習型では特定の脳波とそのときの理想
的な出力値をシステムに学習させることによって特定の脳波パターンとリンク
した。ファジィ推論を用いた BCI では、学習による脳波特徴変化の探索と事前
知識によるルールの作成を柔軟に組み合わせることで、探索型 BCI では検出す
ることができなった右手の運動に伴う変化を検出することができた。 
 
